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研究成果の概要（和文）：本研究では、「情報」を、「現象や事象等すべての存在に意味を付与して伝達するも
の」と定義した。「情報的な見方・考え方」とは、「様々な現象や事象等を解釈し意味を付与し、場面に応じて
適切に判断・処理する見方・考え方」と定義した。さらに、リテラシーとは正しく読み書きする能力であるか
ら、「情報リテラシー」とは、「情報的な見方考え方を身につけ、現象や事象等を適切に解釈し意味を付与し、
分析し、判断し、表現および伝達する能力」とした。テキストマイニングにより，情報リテラシーのオントロジ
ーを「情報通信技術」「情報システム」，「問題解決」「情報分析」「情報モラル」「情報の歴史」「情報機器
の操作」の7分類とした。

研究成果の概要（英文）：This research defines“information”as what assigns meanings to all entities
 such as phenomena and events and communicates such meanings. “Perceptions and ways of thinking 
based on information” are defined as perceptions and ways of thinking that interpret and assign 
meanings to various phenomena and events and properly judge and process them according to the 
scenes. In addition, since literary is the capacity to read and write correctly,“information 
literacy” is defined as the capacity to acquire the perceptions and ways of thinking based on 
information, property interpret and assign information to phenomena and events, and analyze, judge, 
express and communicate such information. A new classification for information literacy was 
developed comprising the following seven categories:information and communication technology,
information system,problem solving,information analysis,information morals,history of information 
and operation of information devices.

研究分野： 情報教育

キーワード： 情報リテラシー　情報教育　オントロジー　教育目標　初等中等教育
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１．研究開始当初の背景 
欧米及びアジア，中東の国々の多くでは，

初等教育段階から情報リテラシーが開始さ
れ，中等教育，高等教育においては，我が国
より充実した情報リテラシー教育が行われ
ている国が多い．ただし，一言で情報リテラ
シーといっても国々によっては認識の違い
があり，さらに国内においても情報リテラシ
ーの共通認識が得られていない． 
しかし周知のとおり，インターネットは全

世界がつながっており，特定の宗教に対する
記載が，宗教を冒涜したと民族間で諍いが起
きたり，ウィキリークス問題等，インターネ
ット上では国境を越えて様々な問題が起き
たり拡散したり，摩擦が生起している．イン
ターネット上の問題については，加納(2011)
「ネットいじめ」や加納(2009)「即レス症候
群の子どもたち」，加納(2008)「ケータイ不安」
などの著書の中で指摘した． 
 
２．研究の目的 
このような問題が起きないようにするた

めには，グローバル・スタンダードとしての
情報リテラシーが必要である．だが，世界中
の人が共通で守るべきネット上のルールや
身に付けるべき情報リテラシーに関するグ
ローバル・スタンダードは，存在しない．そ
こで，本研究の目的は，情報リテラシーに関
する国際比較を行い，グローバル・スタンダ
ードの情報リテラシーの定義・オントロジ
ー・枠組みを明確にすることである． 
 
３．研究の方法 
サイバー犯罪やネットいじめなどの社会

的背景を踏まえ，海外の研究協力者の協力を
得ながら，諸外国の情報リテラシーに関する
文献を比較検討した．また，高等学校「情報」
の「社会と情報」の教科書のテキストデータ
について KH Coder を用い，用語を分析した． 
しかしながら，テキストマイニングの手法の
限界として，語句の出現頻度表示などの基礎
的な分析だけでは，重要な語句を見落とす可
能性がある．出現頻度が少ない単語であって
も，重要な概念を示すこともある．さらに言
葉の揺れや同義語処理に限界があり，メール
を送信する意味で｢書く｣や｢打つ｣という表
現が用いられるからといって類義語辞典に
登録し処理をかけると，別の文脈では整合性
がとれなくなることもある．そこで，テキス
トマイニングの手法を補うために，テキスト
マイニングの後に，ミシガン大学のノーマ
ン・Ｒ・Ｆ・メイアー教授が提唱したデベロ
プメンタル・ディスカッションによる手法を
用い，分類の再構築を行った．再構築には 5
名の研究者により6時間ほど時間をかけ討議
を実施した． 
 
４．研究成果 
本研究では「情報」を「現象や事象等すべ

ての存在に意味を付与して伝達するもの」と

定義し，「情報的な見方・考え方」とは，「様々
な現象や事象等を解釈し意味を付与し，場面
に応じて適切に判断・処理する見方・考え方」
と定義し，「情報リテラシー」とは，「情報的
な見方考え方を身につけ，現象や事象等を適
切に解釈し意味を付与し，分析し，判断し，
表現および伝達する能力」と定義した． 
そして，文部科学省検定教科書高等学校

「情報」の用語について KH Coder を用いて
分析を行った．「情報」教科書の名詞および
サ変名詞それぞれの頻出回数 130位は表 2に
示した．当然のことながら「情報」が 1284
回で最も頻出しており，インターネット 312
回，通信 282 回，データ 280 回，コンピュー
タ 273 回の順で頻出していた． 
次に，文書中における共起の程度が強い語

彙（出現パターンの似通った語彙）を線で結
んだネットワーク図を図 1に示した．文単位
で集計し，共起関係(edge)は語-語とし，描
画する共起関係の描画数は 60 とし，強い共
起関係ほど太い線で表し，出現数の多い語ほ
ど大きい円で描画した．共起関係の強い語群
を点線でマークした．教科書「情報と社会」
の共起ネットワークより，用語「情報」を中
心とした情報の発信や個人，社会，メディア
などの「情報とメディア」に関する用語群，
ネットワークや通信などの用語を中心とす
る「情報通信ネットワーク」に関する用語群，
ディジタルや画像，データなどの用語を中心
とする「ディジタル情報の表現と活用」，メ
ールや携帯電話に関する用語群と著作や権
利に関するよう語群を併せて「情報モラル」
に関する用語群に分類された． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 「情報と社会」の共起ネットワーク図 
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通信技術」，「情報システム」，「問題解決」，「情
報分析」，「情報モラル」，「情報の歴史」，「情
報機器の操作」の 7つに分類し，オントロジ
ーの構築を完成した(図 2)． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２  情報リテラシー分類対応表 
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